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Abstract 

We presume the factors that will provoke Stage Fright depend on the attitudes of one's indivisual 
living envirorunents and one's values. 

This reports analyzed the relevances between the attitudes and functions of Stage Fright(signs of one's 

stages of mental uneasiness, heart rates) with the view to search for the men who have what kinds of 

condition, attitudes, or attributes are easy to have a stage fright. And also we analyzed about the 

attitudes and the stages of mental uneasiness by making choice of the strain in the badge test of skiing 

in this time. 

As the result of these research, we'll form our conclusion like these; First, there is a low stage of 

mental uneasiness, second, there remain unchanged between the time when they had breakfast and just 

before the test with the chance of the s臼tes of mental uneasiness, and the last, if the uneasiness of 

expectations are stro喝 the s臼tes of mental uneasiness showed a marked trend to hight in connection 

with the attitudes and the states of mental uneasiness. 

はじめに

“あがり’'は一般的には「不安が緊張を生じさ

せ，その緊張が過度になると行動に不適応現象が

生じる」との見解に至っている。そして緊張を生

じさせるシステムについては，幾多の見解l) 2) 3) 

4)が示されているが，著者等はそれらを内的，外

的条件による心的葛藤であるとの見解5) を示した。

また不安をつのらせる要因については，多くの研

究が報告されている。例えば経験年数6) 7) 8) 9), 

自信の度合い 10) ，技術レベル11)12)13) ，性格14)

15) ，価値観16) ，感性17) などの要因分析がされ

てきた。しかし尺度や対象者の違いからか必ずし

も統一した結論に至ってはいない。

著者等は， “あがり”を引き起こす要因は個々

の生活環境や価値観等から生ずる態度にあると推

測している。そこでどの様な状態，態度，属性を

備えた人があがり易いのかを探求することを目的

にし態度等とあがり指標（あがり徴候，状態不

安，心拍数）との関連を分析してきた。

前回は日米高校野球選手を対象に調査し，日米

選手の試合に取り組む態度や試合前の不安などに

ついて報告18) 19) してきた。例えば試合に対する

態度と状況不安との関係では， 「試合に臨むにあ

たり自信のない者」 「試合の結果に対する気がか

りがある者」 「日常生活での行動に自信をもって

いない者」が状態不安をつのらせる一つの要因と

みられた。また試合に対する態度とあがり徴候と

の関係では「試合の結果に対する気がかりがある

者」にあがり徴候が顕著に現れた。このことは

「結果への不安」をつのらせる者が”あがり”を

もたらす大きな要因とも考えられた。

今回はスキーのバッジテストを緊張場面に設定
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坂入保世ほか

し，態度等の質問を追加し状態不安との分析を試

みた。

方法

(1) 調査対象者及び調査時期

調査対象者は1992年21名， 1993年33名， 1994年

32名（いずれも各年の3月 6日，全て女性）を対象

にした。総計86名で平均年齢は19. 9オである。

(2)調査方法及び分析

調査は質問紙法を採用し，質問紙はスキー・バ

ッジテストに対する態度等に関する質問，不安テ

スト（状態不安尺度），徴候テストの3種類であ

る。態度等に関する質問紙は，表 1 に示したよう

にスキー・バッジテストに取組む姿勢および，プ

レッシャーや食欲の程度等を考慮したもの21 項

目（質問項目によって尺度が異なる）である。不

安テストは橋本等20)が翻訳したCSAI-2の日本語

版（スキー検定用に一部修正）を用いた (27項目

4段階尺度 1 ，全くそうでない 2 ，少しはそうで

ある 3 ，かなりそうである 4 ，まったくそうであ

る）。以後CSAI-2 については不安テストと記述。

徴候テストは，著者等21) が 1987年に作成した30

項目 5段階尺度（ 1, 全く感じなかった～ 5, 非常

に感じた）を用いた。

不安テストはスキー・バッジテスト当日の朝食

時（スキー・バッジテスト当日の朝食時は以後朝

食時と記述）と昼食後すなわちスキー・バッジテ

スト直前（スキー・バッジテスト直前は以後テス

ト直前と記述）の2回調査し，態度等に関する質

問と徴候テストはスキー・バッジテスト終了後に

1 回調査を行なった。

態度等に関する質問は初期においては 24項目

であったが，調査後の聞き取り調査で質問に意味

の曖昧なものが指摘され，それらの 3項目は集計

では削除した。また質問項目によって尺度に違い

があるので度数は 3尺度（但し、尺度 1 はポジテ

イプ、尺度 3 はネガテイプの方向にまとめた）で

集計した。次に態度項目と不安テスト，徴候テス

トの関わりをみるため，態度項目の尺度の度数を

集計し，その尺度での不安テストの平均値と標準

偏差値を求め，尺度間で平均値の差の検定をした。

不安テストの統計処理は，それぞれの項目の平

均値と標準偏差値を算出し，朝食時とテスト直前

の同一項目で t 検定を試みた。またテスト直前の

データ 27項目を主因子解による因子分析をし，さ

らに直交回転を行い 5因子が抽出できた。そして

朝食時とテスト直前の同一因子間で t 検定を試み

た。さらに態度等に関する質問と不安テストとの

関連をみるため不安テスト項目の数値を同一方向

に並び替え，因子毎の総計を算出し，それを因子

の構成項目数で除したものを用いた。また各因子

の総得点の算出にあたって，緊張や不安の程度が

強い者，自信のない者，リラックスしてない者，

すなわち一般的にネガテイプと評価されるものに

高得点を与えるようにした。さらに態度等と不安

テスト（テスト直前）の関連をみるため質問項目

間で相関値を求め分析した。

また合否の結果から不安テスト（テスト直前）

項目の平均値を算出し合否による平均値の差の検

定を試みた。検定受験者の合格率は， 3級検定で

は39名全員が合格 (100%), 2級検定では37中14

名が合格 (37. 8%), 1級検定では10名中2名が

合格 (20% ）であった。

結果と考察

(1)被験者の実態と因子分析について

表 1 はスキー・バッジテストに対する態度等の

質問項目と度数を示したものである。この態度項

目のあがりの程度や自信の程度の度数をを見る限

りでは、今回の被験者はあがりの程度が少なく、

自信の程度が高いように伺える。例えばあがりの

程度や自信の程度の項目を自動車教習所検定時22)

と比較してみると，あがりの程度や自信の程度に

大きな開きがみられる。すなわち今回のスキー・

バッジテストの方があがりの程度が少なく自信の

程度が高いと言える。また表 2 は不安テストをス

キー・バッジテストと自動車教習所のデータと比

較したものであるが， 27項目中19項目で0. 1％水

準， 2項目で1％水準， 2項目で5％水準で有意な差

がみられ，今回のスキー・バッジテストは自動車
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表 1. スキー検定時の態度等の調査項目及び度数

l) 本日の検定での「あがり」の程度はいかがでしたか？ ' 
1. あがらなかった 2. 少しあがった 3. かなりあがった

2) 本日の検定に対する「自信」の程度はいかがでしたか？種目毎に答えて下さい
1 ．非常に自信があった、かなり自償があった 2. 少し自信があった 3. あまり自信がなかった、まったく自信がなかった

3) 本日の検定での結果（成功・失敗等）の程度はいかがでしたか？種目毎に答えて下さい
1 ．全くミスはなかった、ミスはなかった 2. 少しミスした 3. かなりミスした

4) 本日の検定は練習と比ぺていかがでしたか？種目毎に答えて下さい
1. 練習よりうまくいった、練習とおなじくらい 2. 練習よりミスがあった

5) 本日の検定は楽しく（おもしろく）プレイができましたか？
1. かなり楽しかった 2. 少し楽しかった 3. 楽しくなかった、まったく楽しくなかった

6) 本日の検定のペースはいかがでしたか？
1. 普段と同じペースでできた 2. 普段より早かった、普段よりかなり早かった

7) 本日の検定で「あがる」ことへの気がかりがありましたか？
1. 全く思わなっかた 2. 少し思った 3. かなり思った

8) 本日． 「あがり」を感じていた方にお聞きします． 「あがり」の時期はいつ頃でしたか？
1. 前日から、検定の朝から、検定前から 2. 検定直前から ＇ 3. 検定初期から、検定途中から

9) 昨日（検定前夜）はよく眠れましたか？
1. よく眠れた 2. あまり眠れなかった

10) 今朝の食欲の程度はいかがでしたか？
1. かなりあった 2. 普通にあった 3. あまりなかった、まったくなかった

ll) 本日の検定では「合格しなければならない」というプレッシャーを感じましたか？
1. まったく感じなかった、あまり感じなかった 2. 少し感じた 3. かなり感じた、非常に感じた

12) 本日の検定では「どうしても合格したい」と思っていましたか？
1. まったく思わなかった、あまり思わなかった 2. 少し思った 3. かなり思った、非常に思った

13) 本日の検定に失敗したら（落ちたら） 「恥ずかしい」とか「恥になる」と感じましたか？
1. まったく感じなかった、あまり感じなかった 2. 少し感じた 3. かなり感じた、非常に感じた

14) 本日の検定では最後まであきらめずに頑張ることができた？
1. そのとおりであった、かなりそうであった 2. どちらともいえない

15) 本日の検定では闘争心（闘志）があった？
1. そのとおりであった、かなりそうであった 2. どちらともいえない

16) 本日の検定では自分の目標を達成するつもりで検定にのぞんだ？
1. そのとおりであった、かなりそうであった 2. どちらともいえない

17) 本日の検定では「合格する」という意欲が強かった？
1. そのとおりであった、かなりそうであった 2. どちらともいえない

18) 本日の検定では自分を見失うことなく，いつもの気持ちでできた？
1. そのとおりであった、かなりそうであった 2. どちらともいえない 3. そうではなかった、まったくそうではなかった

19) 本日の検定では結果（合格・不合格）を意識したが緊張しすぎることなく検定にのぞめた？
!.そのとおりであったかなりそうであった 2. どちらともいえない 3. そうではなかった、まったくそうではなかった

20) 本日の検定では集中して検定にのぞめた？
!.そのとおりであった、かなりそうであった 2. どちらともいえない

21) 本日の検定では作祓や状況判断がうまくいった？
!.そのとおりであった、かなりそうであった 2. どちらともいえない

3. 練習よりかなりミスがあった

3. 普段より遅かった、普段よりかなり遅かった
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3. まった＜眠れなかった

3. そうではなかった、まったくそうではなかった

3
 

そうではなかった、まったくそうではなかった

3. そうではなかった、まったくそうではなかった

3. そうではなかった、まったくそうではなかった

3. そうではなかった、まったくそうではなかった

3. そうではなかった、まったくそうではなかった

項目 n ＼尺度＇: l 2 3 

l) あがり程度 n. 84 20 52 12 
(%) (23. 8)(61. 9)(14. 3) 

2) 自信の程度 n 85 18 47 20 
(%) (21. 2)(55. 3)(23. 5) 

3) ミスの程度 n 85 , 60 16 
(%) (IQ. 6)(70. 6)08. 8) 

4) 練習との比較 n 85 42 39 4 
(%) (49. 4)(45. 9)(4. 7) 

5) 楽しさ n 85 44 33 8 
(%) (5 I. 8)(38. 8)(9. 4) 

6) ペース n 85 5 45 35 
(%) (5. 9)(52. 9)(41. 2) 

7) あがりへの気がかり n 85 16 51 18 
(%) (18. 8)(60. 0)(21. 2) 

8) あがり時期 n 61 12 33 16 
(%) (19. 7)(54. 1)(26. 2) 

9) 睡眠 n 85 78 7 

゜(%) (91. 8)(8. 2)(o. 0) 
10) 食欲 n 85 41 40 4 

(%) (48. 2)(47. I)(4. 7) 
11) 合格への7Wガャ n 85 50 24 11 

(%) (58. 8)(28. 2)(12. 9) 
12) 合格への期待 n 85 18 30 37 

(%) (21. 2)(35. 3)(43. 5) 
13) 羞恥心 n 85 54 21 10 

(%) (63. 5)(24. 7)(11. 8) 
14) 頑張る程度 n 85 5 17 63 

(%) C 5. 9)(20. 0)(74. I) 

15) 闘争心の程度 n 85 30 28 27 
(%) (35. 3)(32. 9)(31. 8) 

16) 目標達成の意欲 n 83 61 11 11 
(%) (73. 5)(13 2)(13. 2) 

17) 合格への意欲 n 84 43 17 24 
(%) (51. 2)(20. 2)(28. 6) 

18) 平常心の程度 n 85 48 16 20 
(%) (56 5)(18. 8)(23. 5) 

19) 緊張の程度 n 84 53 14 17 
(%) (63. 1)(16. 7)(20. 2) 

20) 集中の程度 n 84 48 17 19 
(%) (57. 1)(20. 2)(22. 6) 

21) 状況判断の程度 n 84 11 25 47 
(%) C 13. 1)(29. 8)(56. 0) 
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坂入保世ほか

検定時に比べ明らかに状態不安が低いといえる。

これらの結果については、被験者の構成（年齢、

男女の比率）、合否の確率の相違、種目の相違な

ど考えられるが今回のデータからはなにが起因し

ているかは解らかにすることはできない。

表3 は因子分析の結果であり、第一因子は「不

安」、第二因子は「リラックス」、第三因子は

「自信」、第四因子は「身体的緊張 1 」、第五因

子は「身体的緊張 2 」の 5 因子を抽出できた。橋

本等20)や坂入等18)の先行研究では4因子の抽出

であったが、今回の分析では緊張因子が分離され

5 因子が抽出された。よって先行研究と比較して

類似した傾向であると思われる。

(2)状態不安の推移について

図1-1は不安テストの朝食時とテスト直前の平

均値の差の検定結果である。 27項目の中で2項目，

すなわち「気持ちのゆとり」で10％水準， 「精神

的リラックス」で10切水準の差がみられただけで

あり，全体をみた場合はほとんど変化がなかった。

また図1-2は状態不安因子による朝食時とテスト

直前の平均値の差の検定結果であるが，いずれの

因子でも有意な差が認められなかった。

先行研究23) では状態不安は試合に近づくほど

不安が高まり自信がなくなるとの報告がされてい

るが，今回の調査ではその傾向がみられなかった。

そればかりか今回の調査では，自信やリラックス

の項目で朝食時に比ベテスト直前の方が自信の程

度が高く、リラックスしている傾向がみられた。

これは5因子による比較でも第二因子のリラック

ス，第三因子の自信で，テスト直前にリラックス

表 2 CSAI-2項目におけるスキーテスト直前と自動車仮検定前の平均値の差の検定

スキー検定前 教習所 スキー検定前ー教習所
項目名 平均 標準偏差人数 平均 標準偏差 人数 検定 P< 

1 検定への気がかり 2.482 0.820 85 3.173 0.780 185 6.627 *** 
2 あがり 1.824 0.785 85 2.541 0.851 185 6.562 *** 
3 気持ちのゆとり 2.412 0.898 85 1.627 0.663 185 8.011 *** 
4 自信のなさ 2.400 0.923 85 2.151 0.749 185 2.344 * 
5 イフイフ 1.318 0.578 85 1.800 0.784 185 5.051 *** 

6 精神的心地よさ 1.894 0.826 85 1.427 0.638 185 5.053 *** 

7 プレイヘの気がかり 2.612 0.813 85 2.892 0.969 185 2.307 * 

8 身体の緊張 1. 753 0.667 85 2.611 0.870 185 8.038 *** 

9 自信 1.553 0.804 85 1.968 0.704 185 4.282 *** 

1 0 敗北に対する気がかり 2.282 1.058 85 2.805 0.961 185 4.006 *** 

1 1 胃の緊張 1.224 0.540 85 1.886 0.932 185 6.073 *** 

1 2 安心した気分 1.906 0.863 85 1.541 0.720 185 3.614 *** 

1 3 ミスに対する気がかり 2.600 0.948 85 2.697 0.978 185 0.761 
1 4 身体的リフックス 2.118 0.926 85 1.600 0.691 185 5.097 *** 

1 5 心の準備 2.212 0.768 85 2.568 0.899 185 3.148 ** 

1 6 下手なプレーヘの気がかり 2.506 0.990 85 2.497 0.913 185 0.073 
1 7 心臓の鼓動 1.435 0.541 85 2.405 0.971 185 8.584 *** 

1 8 上手なプレーヘの自信 1. 541 0.678 85 1.881 0.710 185 3.693 *** 

1 9 目標達成への不安 2.424 0.899 85 2.622 0.946 185 1. 616 
2 0 胃のムカつき 1.153 0.497 85 1.649 0.919 185 4.655 *** 

2 1 精神的リフックス 2.271 0.925 85 1. 719 0.790 185 5.027 *** 

2 2 他者への気がかり 1.376 0.767 85 1.822 0.927 185 3.854 *** 

2 3 手の汗ばみ 1.247 0.649 85 1.903 0.933 185 5.842 *** 

24 目標達成への自信 1.576 0.709 85 1.843 0.793 185 2.645 ** 

2 5 精神的集中への不安 2.082 0.985 85 2.157 0.988 185 0.578 
2 6 身体のかたさ 1.447 0.677 85 2.108 0.900 185 6.010 *** 

2 7 勝利への自信 1. 518 0.696 85 2.049 0.846 185 5.035 *** 

(*p<O. 05 **p<O. 01 ***p<O. 001) 
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や自信が増す傾向がみられた。著者等“)も生理

的指標として心拍数の測定をしてきたが，試合直

前になると心拍数が増加し緊張が高まる事を指摘

してきた。よって試合やテスト直前などでは当然

不安が高まるとの予測をしていたが，今回の分析

結果は我々の予測と異なる結果であった。今回の

スキー検定では朝食時（検定約 5 時間前と昼食時

(3)態度等と状態不安との関連について

図2は態度等の項目と状態不安因子との関連を

示したのである。すなわち態度等の各項目の尺度

の両端グループ（ポジテイプとネガテイプ）を不

安テスト（テスト直前）の各囚子の平均値を算出

し，平均値の差の検定を行ったものである。この

中から特に差がみられた数項目をあげると「自信

の程度」で「不安因子」に0.1％水準 「リラック

ス因子」 「自信因子」に 1 ％水準， 「ミスの程度」

で「不安因子」 「リラックス因子」 「自信因子」

に 1 ％水準， 「楽しさ」で「不安因子」に0.1%

（検定約30分前）との比較であり、朝起きた時

は少々の不安があったが午前中の練習で検定に対

して一時的にゆとりが現れたとも考えられる。ま

た前述したように今回は被験者の状態不安の値が

低かったことも一つの要因と考えられる。 「リラックス因子」 5％水準， 「あがりへの気掛

表 3 スキー・バッジテスト受験者，テスト直前 (CSA 1-2の回転後の因子負荷量）

測定項目 F 1 F2 F3 F4 F5 h2 

7 プレーヘの気がかり 0.8013 -0. 1273 -0. 1390 -0. 2230 -0. 0446 0. 7293 
16 下手なプレーヘの気がかり 0. 7687 -0.1187 -0.1746 -0. 0688 0 2214 0.6893 
1 試合への気がかり 0. 7406 -0. 2619 -0 0088 0. 0752 -0. 0659 0. 6271 

不 13 ミスに対する気がかり 0. 7370 0. 0360 -0. 3012 -0 1617 0.1427 0.6817 
25 精神的集中への不安 0. 7159 -0. 0605 -0. 2163 I -0. 0390 0. 0828 0.5714 
10 敗北に対する気がかり 0. 6927 -0 3222 -0. 0419 -0. 1436 i 0. 3397 0. 7214 

安 4 自信のなさ 0. 6491 -0. 0543 -0. 4177 -0 0468 -0. 0272 0.6016 
19 目標達成への不安 0. 6239 -0. 2098 -0. 0907 -0. 1892 0. 2458 0. 5377 
2 あがり 0. 5263 -0. 4884 0. 0632 -0. 2340 -0. 0412 0. 5765 

リ 3 気持ちのゆとり -0. 0912 0. 8652 
i I 

0. 7856 o. 1188 I -0. 1136 o. 0403 
ラ 21 精神的リラックス -0. 0341 0. 7914 I I 0. 2368 0. 2066 -0. 0165 0. 7264 
ッ 14 身体的リラックス -0. 1809 0. 7727 0. 3079 0. 1252 -0. 0389 0. 7418 
ク 12 安心した気分 -0.3647 0. 6253, 0 3070 0. 0389 -0. 18 95 0. 6557 
ス 6 精神的ここちよさ -0. 2834 0. 5626 I O 3449 0. 0 58 7 -0. 2353 0.5746 

8 身体の緊張 D. 5061 -0. 5198 -0. 0595 -0. 3981 0. 0229 0. 6888 

自 24 目標達成への自信 -0. 17 5 6 0 2 3 1 1 I 0 ｷ 1 8 9 9 0. 0958 0. 0372 0. 7216 
18 上手なプレーヘの自信 -0. 2170 0. 3464 0. 7738 -0. 0736 -0. 1032 0. 7818 
27 勝利への自信 -0. 2085 0. 2392 0. 6636 -0. 0134 -0. 0960 0. 5504 

信 9 自信 -0. 0852' 0. 0257 0. 6630 0. 0110 -0. 1309 0.4647 
15 心の準備 -0.1124 0. 3067 0. 3883 0. 2542 -0. 2491 0. 3842 

身 20 胃のムカつき 0. 0953 -0. 0190 -0. 1274 -0. 8525 -0. 0127 0. 7527 
体 11 胃の緊張 0.0082 -0. 1572 -0. 0472 -0. 8147 -0. 0533 0.6936 
的 22 他者への気がかり 0. 2995 -0. 0071 0.1924 -0. 7305 0, 0541 0. 66 34 
緊 26 身体のかたさ 0. 30 5 7 -0. 1280 -0. 1270 -0. 3389 0. 2935 0. 3270 
張
1 

身 23 手の汗ばみ 0. 0791 0.1527 -0. 1603 0. 1010 0. 7789 0. 6712 
体 5 イライラ 0. 1185 -0. 3822 -0. 0329 -0. 1370 0. 5320 0. 4631 
的 17 心腺の鼓動 0. 2352 -0. 2112 -0. 0859 0. 0859 0. 2548 0. 2135 
緊
張
2 

固 有 値 5. 3260 4. 0264 3. 1507 2. 5 90 9 1. 5023 16. 5962 
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1 ．試合への気がかり

2. あがり

3．気持ちのゆとり

4. 自信のなさ

5. イライラ

6．精神的ここちよさ

7．プレーヘの気がかり

8．身体の緊張

9．目信

10．敗北に対する気がかり

11 ．胃の緊張

12．安心した気分

13. ミスに対する気がかり

14 ．身体的リラックス

15 ．心の準備

16. ド手なプレーヘの気がかり

17．心臓の鼓動

18．上手なプレーヘの自信

19．目標達成への不安

以．胃のムカつき

21 ．精神的リラックス

22．他者への気がかり

23．手の汁ばみ

24．目標達成への自信

25．精神的集中への不安

26．身体のかたさ

27 ．勝利への自信

I ■朝 □昼 I

Fl 不安因子

F2 リラックス因子

F3 自信因子

F4 身体的緊張囚子1

F5 身体的緊張因子2

坂入保世ほか

l-1 状態不安27項目の比較

ポジティプ← →ネガティブ
1.5 3 

1-2 状態不安 5 囚子の比較

ポジティブ← →ネガティブ
1.5 3 

「―:

図 1 ．テスト当日の朝食時とテスト直前時の状態不安(CSAl-2)

の 5 因子及び27項目の得点平均値の比較

—-28 -

かり」で「不安因子」 「リラックス因

子」 「身体的緊張因子1」に o. 1％水

準 「自信因子」 「身体的緊張因子2 」

に 1％水準， 「合格へのプレシャー」

で「不安因子」 「身体的緊張因子2 」

に 0. 1 ％水準 「リラックス因子」

「身体的緊張因子1」に 1％水準， 「羞

恥心の程度」で「不安因子」 0. 1% 

「リラックス因子」 「身体的緊張因子

1」に 1％水準 「身体的緊張因子2 」 5

％水準， 「状況判断の程度」で「リラ

ックス因子」 「自信因子」に 0.1％水

準等である。上記の態度項目（状況判

断の項目を除く）では特に不安因子に

有為な差がみられた、すなわち、自信

の程度，楽しみ、あがりへの気掛かり，

合格へのプレシャー，羞恥心の程度項

目等で「不安因子」にポジテイプとネ

ガテイプで大きな差がみられた。この

ことは態度に与える影響は、状態不安

の中でも「不安因子」が「リラックス

因子」 「自信因子」 「緊張因子」に比

べおおきいと推測される。逆にまった

く差がみられなかった項目は「試技ペ

ース」 「睡眠の程度」 「食欲の程度」

「闘争心の程度」であった。

スキー・バッジテストにおける態度

等と不安テスト（テスト直前）の項目

間の相関値は表4の通りである。項目

間で5％以下の有意な相関が多くみら

れた項目を挙げると「あがりへの気掛

かり」がもっとも多い。その次は「あ

がりの程度」 「自信の程度」 「合格へ

のプレッシャー」 「羞恥心の程度」等

があげられる。逆に相関値が低かった

項目は「試技ペース」 「あがった時期」

「睡眠の程度」 「食欲の程度」 「闘争

心の程度」等であった。すなわち自信

の程度，あがりへの気掛かり，合格へ

のプレシャー，羞恥心の程度等で予期



千葉体育学研究， 20,23-32(1995)

り
り
し

ゎ
ゎ
“

＂
し

m

u

少
n
-

腹

―
-
―
雌
位且

プ
．

□
/
 

ジぶ
女
山

"
0
1
1
m

不

"
u

太

H

f
l

れ

m
"
”

▼
i
.
』

9

1

 

っ
た
っ

か
つ
が

な
が
み

ら
あ
り

が
し
な

わ
少
か
腹

＂
杜

のり

ニ
プ
が

ぁ

ロ
ロ

4
 

ジ
•`,^12 

慎
瀾

I

女

n

,

9

f

 

, 
不

"
g
.
x
z

n
n
m
"

応

り

し
り
ん

な
わ
り

ス
し
な

・
・
・
少
か

•It 

且の

—— 

ス

. 

プ

`‘‘ 

. 

4
 

テ

4
*
1
J□
/
 

9

3

1

2

 

9
1

輩
憐

小
女

, 
不
”
出
【
＾

K

n
n
n
"
r
s
 

じ団
た
た

と
つ
つ

W
か
か

“3pa 

[
-
ス

プ

l

ィ
ペ

□
/
 

ポ
女
山
ば
如
叩

不

"
u
k
k

5

"

r

"

m

 

に
つ

め
か

た
し
“

め
棗
め

し
し
し

却
少
応ニ
さ

し災

プ

□
/
 

ぶ
女
山
ば
如
叩

不

"
a
x
u

nnm"” 
・
』f

 

た
っ

じ
っ
か

同
か

1
1
1

と
置
り

＂
し
な

N

少
か
い

~
比

のと

—— 

□
/
 

ボ
●
”
"
如
叩
, 

小

"
u
k
k

"
"
r
"

ぃ

ぷ•/ナ・イか・ ーネカ’テイプ ，ドジテイプ・— ーネ 1／テイプ

4 一じわなか．， iこ 4 一ナスト 9り
• ~ 

…··”少し心—,le I ··・・ テスト直 9り

m 不女 ・・・ 一か'"り息ー、 Iこ n 不安三， ＼／：／・カ•i りへの気がかり ：：，；；：入し》•8．あがり:りl• テスト中

沿

口
／

テぃ
ハ
ニ
こ

n
m
m
"
r
s
 

― b•,, りらった

誓過 1こあった

,,•ヽった

ポジテイプー ーネガテイプ
1 一全く感じ f』かった

・・・・・・・少し感じた

一かなり 11.\ じた

｀
心
恥

.. 

北
“

.. 

凡:
 

1
,
I
 

~
~
~
~
~
 女

山
＂
釦

g

ギ

"
u
x
K

n

n

m

"

m

 

.` ー̀ ヽ叫

鼠

プ
、
”

4
 

ni 

ロ
テ
4
-

ti 
ネプイテ~

 
ぶ
安

5
"

如
叩

不

"
u
H
H

"

m

m

"

m

 

闊しオ1 94“` ．』／こ

こ
．
』
9

f

 

っ
た
っ

か
っ

a


な

a
り

ト
1

わ
し
な
印
少
か
即
叩

~
の

ヘ桁

[

-

A
U
 

プ

□
/
 

小
女
山
＂
釦
叩

不
＂
自

K

ス

n
m
"

パ
心

た
にった
じ

か
じ
｀

ー.1 

な
鴫
り

ー

• 
じ
し
な

. } 
m"-

瓜
少
か二
附

プ

A
n

. . 
4
 

ロ
〗

ジ
.. 

女

”
e
1
2

4
’

汲
“
~

不
"
“
緊
【
＾

nmm"” 

し

る
し
な

あ
と
＂

て
ら
で

ぅ
ら
う

そ
ど
そ
．

J

ー

っ
あ
.‘ 

h
 

[

-ロ
ゾボ
女

5
"

釦
幻

不

"
a
H
H

mmm"” 
ヽ

,” 

る
し
な

わ
と
は

て
ら
で

•J 9
-
9
 

れ

う
ち
う
モ
ど
そ
汲

．
涌

てま

—— 

□
[
 

ぶ
女
山
＂
釦
叩

不

"
l
l
k
H

n

n

m

"

m

 

し

る
し
な

ん
と
は

•J 

て
•
}
F

ー

う
ら
う
キ

‘
i

そ
ど
そ
で

で

[
-
畑

プ
の
ィ
も

□
/
 

ぶ
安

”
m

釦

5

不

”
"
H
K

nr"

"” 

ヽ
.. 

る
し
な

あ
と
は

て
ら
で
た

う
ち
う
っ

ぁ

そ
ど
そ
、
｀

人欲[
[
口

ポ
女
山

"
H
I
i
m

不

"
u
x
H

nmm"” 
しヽ

る
し
な

あ
と
は

•J 

i
 

で
・
り
で

う
ち
う
つ

そ
と
そ
ぁ
．
が
二
諒

の成

プ

ロ
：

ぶ
女
”
"
如
幻

ネ

”
"
H
"

"””"2 

n 不安

””'” 
,.3 91 1" 

＂箕弧 I

”公燿2

ヽ
," 

る
し
な

ん
と
は

で
・3
て

う
ち
う

·
し

9
.
I
 

き

そ
ど
そ

ft 
b
 

“ 

二□
[
 

ぶ
火

5
"

如
m

不
＂
自
緊

k

mm""” 
しヽ

る
し
な

あ
と
は

で
ら
で

う
ち
う

そ
ど
そ

K
っ

二
的□ 4

こ
―
~
~
~
 

テジぶ
女
巾
＂
如
叩

不

"
u

累
公

"mm"” しヽ

る
も
"


あ
と
ば

で
ら
で

う
も
う

そ
ど
そ

—— プィテ
4
-

ガネプ4
 

テジ
• 
ー. 

•J

.1 

きでて
‘," 

なこ
+ 1’ く o. 1 o • r < o. o s • • r < o. o 1 • • • P く •.0 0 I 

（ <.el, 、 ―と の l は丈I●琴）

図 2. テスト当日の態度からみた状態不安因子の得点平均値の比較（態度項目のNo. 1 -21) 

-29-



坂入 保世ほか

おお百五e叫胚

蘇廿-RQ即位

出誤e 邸也！

け艇,:,ic 邸胚

4U迎 (e糾浴

IIlJぶ矧悩el駒届

猛鼎ie邸赳

屈忠{叫也

糊出i]

40迎 (e区茫

鎖必

；トの
“) 

:̀, 

゜

0
9
C
 

* 
6
-
s
 

k
k
 

.... 
c
t
-

9
5
 

uo 99 
U) 9う--.. 

9
B
l
 

~
 e

e
o
 

}

n

I

 

I
I
 

+ 
o
s
s
 

** 
9
6
0
 

1
s
.
:
ｷ
 

9
9
 

•••• 
F
F
e
.
 

* 
I
e
c
.
 

＊
ぷ
＊

S
F
F
.
 

*** 

* L9 :9 99 本の
• O [•9 -

r』 C』,-,

5
卜
。

一疇 <I • C」 :K C) ←・＊＇‘• (•) :9 C＾本ぐJ ;9 ゴ~ ー：9 CO ＊の
0 ，ヽ• O つ C) *＇、 m ;K O ;K 9D ぐ』 一本 0 0 
o. •• O C』一；9 C - （ヽ） * （つ r』一(•) CJ 

19) * O r? •の •9,.，
(•) CI 9D *〇* (I) ~ Cl ←、 CJ r』.....  

t9:::: 

* 
9
C
-

C) :9 C』 :9 0 
., (•) N 
'→ぐJ C』

“) :9 ー：9 ，、＊，.，
rュ・・-· • LT * L9 
-~ ；9 つ0..,. ．..,.....  

<> > 1.0,, Iヽ．ト e』:'"'
.., 1、本 m,n :9 じ〉

~ C』 C』- * （つ.....  

• o :9,、 •K —→ ;9 0.9 0 • O • • ;9.,. 
U) U,•- I .，．ぷ C9 ＊ー・ C) 9‘` 
C9 C』(') C』 9へ 9•9 9つ CJ

.... 

ヘ
↓
↓
．

L
c
c
 

* ~9 

I

.

 

0 • u) * ()) • ~ :9 0 * 0 
U) L9 0 寸~ C』(＇)
一ぐJ C』 r』ぐ』ぐJ......  

s
9
 

す •K - * 0) r99 + I‘` 
C• * (J) 1、―` "' 
ー C·I CJ -••• 

..... 

- * 0 ;K の● 9‘o :9 そ，． 0 ：9 す：9 CI :t P9 本 0 •の：k m :9 （ヽ，
の：K o :K 0 • C) * m * 0 0 0 * 0 (') 9D ~- ;9 (•J 
o (9 C』 :9 • C』本 (9 0 <`』（へぐ↓ぐ』 C』 C')

I‘、* 1‘· • m +—+ ln • •• 
L9 :9 (') 9D - 90 1ｷ, 
- l') <J <J - Cl ......  

、
9

.

.

 

J
 

C
ト

r

, 
~
~
 ト

S
F

*** 
す
I
I

s
3
す

*** 
s
s
i
 

C
9
-

5
0
-

9
C
-

9SO 

じ） •"'.,<:9
一 99) ．9 9‘) 
•• ••(') 

●:r ．ト O •9 C9) -~ ;9..,. 
9•l - I9 CO •9 CI 
ー（・ I ('I -（つ

..... 

ヽ
・
）

J

．

0.“r 
9
9
 

••• 1
 

l
c
.
 

' 
•
9

ず
．

-
C
r
 

＊
ャ
＊

は

3

t
 

。
こ
．

C
I
 

翌

9
.
，

5
盆
．

0

う
·

9
1
9
 

, .. 
9
I
3
 

CI Lつ；9 • •9 9』) :9 C) •9 0 
(‘I -ｷ . :9 9・ J C9 しっ
-• •- C』(＇） CJ e·• ......  

93 :t u)·トー •9 す：9 9n :9 （ヽ9
(9 (') - * （『9 U9 :K O) 

o r 』 r』 C9 CJ CI ......  

e
F
 

8
0
 

0) :9 1‘. :9 •'“) 
(') :9 0 :9.9 -
ー：9 つ 9') -“ ....  

I
 

0
0
 ｷ
,
6
F
 

ウ
”
一
．

9, 
ご
X
〕
・

す
5
0
.

(

I

O

O

 • 

0
 
>
 d
 *** 

I

O

 

o
v
d

骨
骨

に)..,. ｷ9 99 
U) （つ U)

'z o c」...  

' ー•- u) ,., 
’~1) C I -r 
〇—→ 99 

... 

I I I 

1 ・ヽ • Tr (n 
＇ヽ a) （'』

ヽこ3 一→ 一.. 
' 
co :9 —r 
0 -
- C』.. 

-
s
c
l．
し
ご
．
＇

s
-
i
·

上る

o
·
-
s
t
o
ｷ
-

s
s
o
ｷ
,
6
9
0
ｷ
 

9
5
【
.
I

←
竺
．
I

竺
り
．
，

6
竺
．

』
~
'

い
S
6
.
I
9
ビ
．

I
C
J
E
Q
.，

r
Jご
．

d
ト
0
.
1
3
口
．

’
g
o
I
.
I
O

呂
．

CIDo.IISg.

,
901.

,
geo. 

*
*
 

2
t
.
0
3

一
．
I

巳

0
.
I
I
O
I
D
e
l
.

’* .. 
e
g
.
1
5

巳
．

1
e
z
e
l
.，

g
;
;
o
.
＇

s
s
"
·

9

9

 

·’·’ 

S
C
J
o
.
I腐
~
．

I

ぢ
一
．

1
6

巳
．

C
Jぢ
．

＊
本
＊

c

J

g

.

-

g

.

 

O
S
O
.
 

L
I
c
o．
ぢ
一
．

**+ 

9
卜
0
.
1
1
n
·
,
I
C
o
.
’
H
J
·

s
s
z
ｷ
 

** 

s~o-

-

P
s
1
 
·,9Co.

,
CeI.gF. +*** 

S
す
0
.

9
8
1
.
 -

I
 0
0
 
• 

-

S
O
c
l
.
 

19~ 

• 

+* 

0
2
,
1
O
C
J
一
．
I
N

竺
．
，
＂

I
O
．
芯

a
.

+ 

e
と
．

I
C
J
N
C
J
,
1す
ご
．
，
卜
竺
．

t
 

腐

I
．
ぢ

I
．

I
F
ら
．
，
ご

C
J
.

* 

5
c
J
.
1
-
0
3
,
e

ば
．

’
o
g
.

＊
＊
＊
上

I
S
O
.
I
O
O
C
J
.
_
s
-
0
.
F
ぢ
．

, •• 

図
一
．

I

竺

C
.
＇

s
s
o
．
卜

9
0
.

＊
土

60-

.
ICCJo.

'
s-c.FeI. 

+
 

8
6
1
·

い
s
o
·
-

1
0
0
'
l
Z
Z
ｷ
 

k
 

.. 

+ 
o
o
c
l
.，
ぢ

3
,
C

と
．

I
I
C

一
．

し

9·’ 

•
S
C
J
O
.
＇
腐

I
.
,
6
m
.
,
6
C
J
o
.

0
0
1
 
• 

-
:s"

.
Igeo.,a 

I
 a
ｷ
 

* 

9
9
S
 

＊
土
本

O
C
-

の；9 -9 ;9 0 :9 -.  o :9 C』tD. I`、：9 13.9 C‘) 1ヽ；9 CO 
- * (『） :9 C9 Cつ ー：9 ピう
.'.'..  

- ：9 、こ9
の，D
O CI .. 

9•) * •- •9. • 
C9 ;9 -•* -ｭ
—` r (' ... 

- t,99.. m o * 0 0 
O L9 0 - U).,. 
O C』ぐ 1 0 ぐ』—......  

' 
90 :K o ぐ1 拿 9n :9.r :9 C9 
-·ネ •9 1:) (' 9.9 —{`J 
- ＊す-• CI (9 9•• ......  

I‘. :9 9•) ＊じ).のぐ』＊ m o”,,, I、 0
I、 *lO Iヽ；9 ぐ』..,.* 99) ト- CI • <I> LO 
-~ ;9 (9 CI C9 0 • m - - C』 0..........  , 

0 :9C9 :9 0 • 0 • m *“' 
9っ：9 0 - * C』* r) * CO ••. LO ぐ',.,...,.<I......  

如~(Qh:,, 、”‘`
* ( 9 ;9 1ヽ：9 C9 * ( •9 

』--．—• :9 m * 0 0 
拿 L1 C9..,. C』....  

n
)
ー

,
＂

C
・

9

9

 

... 
9
0
 
l
 

S
 
0
 

o
v
d

曇

,n 
ぐ』

O
F
O
.，
り

F
O
.
_
9
C
J
o

U) F
C
-

9
1
0
 

I
-
O
 

o
v
d

卜
）

閣盟 -
0
0
 

-
s
o
 

a) c
r
o
 

硲る C歯益

硲迅 s(e駁るふ〇

'( -K 

賊...}れU

認知-ve五$

”'ke皿恥

皿匹e叫巡

硲迅 oe叫恥

マ
駁

I
I
D
巴
似
凶

90 ＋ビ） * 90 0.,.  ;9 1‘. 0) ;: ( 9 0 0 1ヽ：9 つ 0 ;9 0 + m 
C9 0 :9 ぐ9 • G) -- L9 ぐJ L9 ビ〉っ r」 .r ;9 C』の
o c • 9') 0 0“-• ('』 0 0 0 d o (9 -

I l 

- ··• IJ) -.,‘』し9 0 - O -• 9＂つ’→9 :9 lヽ—• C9 C9 -•す U) P) + 1ヽ
l ヽ lヽす 0 - O I‘、 L9 - O -~ C』し9 C』 L9 C9 C9) l‘• L9 9』)m,o
0 0 - O CJ O O O O O - -• O rl o o o o o -. 0 -

I I 

* L9 :9 o. * C) CO C』* 9‘、+ U) * 9、 (.9 + 9D * 09 * m o>* 99 - • o * lヽ•一~ 90 ;9 <Jl :9,0 99 
* 9つ 90 m づすのー・ーでつ C9 9DI3  ;9 0l ，ヽ• 9 .̀ o (9 0 、9) —• L9 

Ol C』 Vl - - Cl Cl • •9 0 C』 Cl CI -• C9 -·ぐJ (') - C』心 (0 -

I I I I I l I I I I I I o I I o o I I I 

•9 ぐJ :9 0 :9 C』 :9,0 + 9‘` :9 0 ;9 m :9.- •9• O:9 0 * 0 * ( 9 ;9 Lっ＊ 9、：9 0.9 0 • o.99  :9 9') • C』 *'D •9 99 
:9 C9 ;K o * - * m o :9 マ＊．，． 1r m • ID ID·-·ID • L,., ．，ヽ；9 L, . 0 • ID * 0 ;9 c0 9‘` 
* Lっ＊す C) ；9 す C9 :9 す：9 m • L9 -• * L9 ぐ 9 * L1 • o * C9 C』* L9 * C) C) ：9 ず•'(•). Pl C』

9·,) • Iヽ一 Iヽ (’9 - I•• -- L9 Lつ 1 Lつ I`、 U) CI ｷ- C』 1`• 一 1ヽ U} (n -9 1•• 一—r -
fュ o (9 O r•9 1ヽー(') P) C』 0) ，9 1ヽ L9 ←〒9 (9 - 0,ｷ,  c9 C』 9‘J •9 1ヽ I‘. o 
”• - O -• 0 - - 0 0 0 0 0 - 0 - - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 C) 0 

9 9 

;9 す :9 (n ．ト 〇 * 0 :9 (9 :9 .,. :9 ,0 :9 ,3 • m ;9 (•) す :9 ( n :9 1ヽ :K o :9 .9 :9 0 •9 - * 1:) ;9 .- . r .9 r•• 9n ｷK ・ャ .9 （'、 * 1‘ 、 .9 ,:) ;9 -
0 （ヽ） 90 ;9 U) f.9 (9 C』 :9 99) a) ぶ t‘ 』 19 0.9 0 :K o ．ー・k (') 0 :9,9 :9.9 r') .9 1 ・・ • す (‘] •I: (., U :9 o 
r』、`J ー：9 (‘) ( •4 (? 9‘I CI - ＊マ 0(•1 * (') 99) (9 :K マ‘CI :9,9 :9.,. 0 、.，- C』 (•I (') C』 (•9

C
ふ
＂
哀
e
（
心
1
1

ト
F
O

r』
9‘』

9

へ
、9

9
,
2
(
 

**• 
9
卜
C
~

*** 

腐

0

ト
C
J
I

6
F
C
J
 

* 
6
9
1
 

l`

.9 
o
r
c
 

レ
●マ

I
I

”
r
J
e巴
四
マ

6
7
3
e
5
定
翫

c

O
3
r
g
z
 

I
O
 

・, + -ｷ 
U) CO 

,.o 0) 1.0 ~ 

- I‘・(') •9 
•- 0 -呵 0....  
9 1 9 

- * 90 :9 C』.,,ヽ •9 c • 

o :9- * - :9,0 :9 C• 
—· rヽ） ：9 す：9 (') (') ...  

s
s
 

90 :9 じ）ト m o * ( 9 + m 
- * 0) 999 C』*、:n 0, 
ー，？』・→一 CJ ←疇......  

0
6
0
.
 

9
9
-

C) :9 09 會卜 91) ·卜 • ~r ;k u) + 9D ;K I‘• 
q >• 0 m :K じ9 m,、』
o c~I C』-•本 9•9 - ( ~J 

•''. 

U) ： 9 、;）．9 (n ·ト 99 :9 0 
［ヽ• ;9 0 ;9 ，コ 01 • m 
·-,.,（•)一● （ヽ）.....  

9Z~• , •• 
3
-
3
.，

3
す
3
.
，

6
い
o
·

ド
、
，.

r
 

S
E
3
.
 

. 
e
s
c
.
 

*
*
*
 

〇
す
一
．

Cl ●ヽ0 :9 0 • - :9 0 :9 C) 
9っ● 9‘· •”`9 :9 r』 ;9 0 
0 • (9 CJ CI 9•) 9') . . . . . .  

Geo.’eeI. 
99) ｛ヽ．

-, Ul 

0 -

' 

゜゚
U) ；9 ー・9 じ、 一；9 0 :9 す
I‘、 :9 0 1ヽ(') :9 c • * o 
-ｷ (') <』一(•) ( 9 .....'  

,.. 
Iヽ

C9 

苔

e
/
＿
醤

L
C

g
^
q
0
芸

9
N

毘

e
/
8
載
廃

H
S
2

窟

Q
(
§
g

マ
2

g

た
e
訃

C
~

ぞ
ふ
為
e
／
悶
―
z
2

s
g
I
'
k

ヽ
よ
芦
蓄

i
H
-
N

つ
r

？
叩

C

へ
7
e

に
。
～

(

i

(

 

* 

5
0
す
．

9
9
一
．
毘

0
／
惰
昔

6
I
 

ぷ
●
●

ご
．
F

．

o
g
.
i
g
}
g
e
~
l
4
.
g
叶
T
8
-

上
上
●

9
6
0
"
 

0
1
~
'

苓
n
0
隠
●
ご

＊
●
ぷ

S
9
S
 
• 

S
I
C
l
.
0
,
q
2
q

阪
e
r
/
1
4
J
r
4
叫5」

9
I
 

•
*
＊
・

o
i
s
ｷ
 

n
o
·

攣
遇
Q

●

S
I

t
• 6

S
c
.
-
O
C
.
4
k

ヽ
よ

[
1
S丑
螂
ご

上
・
・
＋

s
w

．
笞

C
．

9
q
る
凩
心
ヤ
H
u
k
t
C
I

ぶ
＊
●
*

s
s
s
·

芯

C
．
蕊

g

蔽

g

＊
・
・
＊

ほ
~
0
.
`
ト
-
c
．
哀
出

e
u
:
I

•• 
e
竺
．
デ
合
為
｀

E
u
1
函

0
-

+ 
o

c

o

.

g

g

6

 

C
ぢ
．
翌

0
芸

g

ぷ
●
木

0
9
C
l
.
0
ふ
る
成
0
/
1
4
h
L

ぷ,
3
.
w
T
S

リ
リ
お
兌r
t
9
 

『
し
ぐ

. 
s
s
o
ｷ
 

f

H

r

 
s
 

c
c
c
.
 

** 
I
F
I
.
 

+ 90 [D -ｷ :9 co 
の C9 (9 :9 r. 
- -→ー：9 ( 9 

.... 

l
l
D
阿
4
k

ト
出
k

日
厄
距

e
L
•
J血
汗
8

（
巨
也
ム

K

ト
）
血
阿
ム

K

ト
枢

k
7

血
郎
赳
鉛
e

雷
ょ

K

ト
ヽ
、
．
て

1
+
K

o
s
o
 

I‘` 
(”’ 

図
。

9
9

土

•••• 
ヽ
ノ
）
ヽ
ヽ

r“c 
9
9
9
 

•••• 9
0
I
 

ト
5
0

• ｷr ;9 u) ｷ9 9ヽ •9,、）
••r 90 r') FJ 
- C9 C』('/

O
F
F
 

9** 

H
2
-

9.

' 
0

ト
・
ぐ

* 
、

.
C
,

P
r
ｷ
C
 

ぷ
F
6
0
 

n
s
 

-30 -



不安などマイナス指向が不安をつのらせる一因に

なっていると思われる。

(4)合否からみた状態不安について

次にスキー・バッジテストの合否からみた不安

テストとの関連についてである。我々は合否によ

ってプレッシャーに差がみられると推論し，被験

者全員の合格者と不合格者および1 • 2級者だけの

合格者と不合格者の分析を試みた。不安テストの

分析はテスト直前のデータを分析することにした。

まず被験者全員の合格者と不合格者では， 「プレ

ーヘの気掛かり」と， 「勝利（合格）への自信」の

2項目で5％水準で有意な差がみられただけで他

の項目には差がみられなかった。また不安テスト

の 5因子における差の検定でもすべての因子で有

意な差はみられなかった。また1, 2級者だけの合

否による差の検定では「自信」の項目に 5％水準

で有意な差がみられたが，このことだけでは合格

者が自信が高かったと判断するのは早計と考える。

今回のスキーバッジテストにおける合格者と不合

格者間に状態不安には差が無かったと考えた方が

妥当である。

結論

本研究は， “あがり”を引き起こす要因を探

ろうとするものであり、スキー・バッジテストを

緊張場面に設定し、態度等と状態不安との関連を

分析してきた。その結果次の点が指摘できる。

1)スキー・バッジテスト日の状態不安の推移は，

朝食時とテスト直前で変化がみられず，先行研究

と異なった結果であった。

2)態度等と状態不安との関連では，「あがりへ

の気掛かりがある者」 「合格へのプレッシャーが

ある者」 「羞恥心が強い者」等に状態不安が高い

傾向がみられた。
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